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英国のコミュニティガーデ ンとシティファームにみる地域住民活動
瀬沼 頼子（昭和女大短大）

〈目的〉 近年、英国の都市部で盛んになってきているコミュニティガーデン(以下CG)
とシティファーム(以下CF) における地域住民の活動実態を明らかにし、そこから日本の
まちづくりへの導入可能な点を模索し、今後の都市部での地域住民による新たなコミュニ
ティ形成の方向と課題を明らかにすることが、本研究の目的である。

〈方法〉1999 年 ９月にロンドン、バーミンガムにおいて、先例と言えるCG とCF を
視察調査し、その活動の歴史、現在の活動状況、代表者に対するヒヤリング調査等を行っ
た。この視察調査の結果を整理分析し、上記目的を明らかにすべく考察を行った。

〈結果〉CG とCF は､英国の都市部に顕在化する種々の社会問題解決策のーつとして、
都市空間内に農的空間を創生することにより、新たなコミュニティ形成の試みのコアとし

て注目される。CG は、'99年には英国内に約500 存在し、その意義と公益性は、初のCG
全国会議('98)で定義されている。CG とCF 共に、都市の中の農的空間、地域住民の農業
体験の場であり、特に荒廃した地域再生をはかる上では、重要な役割を果たしてきた歴史
がある。英国では、ほとんどが住宅地の近くにあり、公園的機能や環境学習・実践の場と
しての機能を果たし、地域住民の主体的・協同的な取り組みにより、新たなコミュニティ

を形成したきた実績がある。日本の既存の市民農園は限られた住民のものであり､英国に
みるCG やCF のような考え方・手法を取り入れ、都市での新たな農的空間を形成してい
くことが、今日的社会問題に対する一つの方向となることが期待できる。そのためには、
積極的な住民活動の育成と共に自治体の理解と協力が必要であり、今後の都市空間の整備
のあり方についても十分検討していく必要がある。
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2Hp-l　　　 高齢者の睡眠様態と日常生活行動に関する調査

○久保博子゛

（ 奈゙良女大）

［目濁 ：加齢に伴う身体機能の低下により、睡眠覚醒リズムの変化や中途覚醒の増加がみ

られることはよく知られている。一方、日中の生活行動と夜間睡眠との関連が指摘されて

いる。そこで、高齢者の睡眠様態と日常生活行動を把握し、日中の日常生活行動が睡眠や

睡眠覚醒リズム等との関連性を検討するためにアンケート調査と実測調査を実施した。

置涸：アンケートは20 歳以上の男女を対象として、学生の家族を中心に配布し、自記留

置法、一部高齢者は聞取法にて調査を行った。調査内容は①対象者の属性、健康状態等基
本事項、②睡眠時間や中途覚醒、居眠りや昼寝、睡眠満足度など日常睡眠、③スポーツ、

p地域文化活動、家事など日常生活活動、生活満足度などについてである。調査は1999 年

10 月から12 月にかけて行った。配布部数は600 部で、青年群（大学生）210 部、中年群

（40 才～64 才）216 部、高齢者群（65 才以上）148 部の計574 部の有効回答を得た。若年
・中年各４名、高齢者6名について睡眠時間と日常生活時間の実測調査を行った。

であった。実測調査でもこの傾向が裏付けられた。②高齢者群では意識して体を動かして

いるものが多いが、エレベータをよく利用したり、スポーツを行っているものは少ない。

③高齢者でスポーツ活動や地域・文化活動をしている人の方が睡眠時間が短く、居眠りや
居眠りの頻度が少なく、若干睡眠満足度が高いことから、夜間に効率の良い睡眠がとれる

と考えられた。睡眠満足度と生活満足度の間には強い関連性が認められた。
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